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地元企業説明会

津久見市議会議員との意見交換

「つくみ蔵」販売実習

大分県立津久見高等学校２０１９年１０月に撮影



大分県立津久見高等学校

地域から支えられている
津久見高校

課題研究のテーマは
地域のために



●津久見市工業連合会員に
　アンケートの依頼  ●工業分野に限らず、農業や水産

　　分野にもアンケート依頼

大分県立津久見高等学校

初回
　商工観光/定住推進班２名の
方と打ち合わせ

２回目
　商工観光/定住推進班から回答
　・作業改善
　・工程管理の改善
　・若手社員の意識改革

３回目
　農林水産課２名の方々と
打ち合わせ

４回目
　みかん農家さんと
打ち合わせ

以降
　みかん農家さん、
市役所の方と随時打ち合わせ



大分県立津久見高等学校

みかんの
袋掛け機の

開発

ホースリール
自動巻取
開発



製作に取りかかるまで
日程/工程管理 材料研究/選別

錆びにくい 軽い
強い 加工しやすい

アルミニウム

→A2017を使用
軽い 微妙な加工ができる

有害物質の心配がない

アクリル樹脂

→ｻﾝﾃﾞｰPETを使用

大分県立津久見高等学校



製作に取りかかるまで

３DCAD(Fusion360)習得 機械加工技能習得

機構の話し合い
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袋掛け班 工夫点

①「みかんまで近づいて」

②「サンテを開いて」

③「みかんに袋を
　　かけて」

④「そっと手を抜く」

⑤「１袋ずつ」

→マジックハンドで身長+50㎝の高さまで

→マジックハンド先で開いて

→マジックハンドでみかんをつかみ

→サンテの収縮を利用してそのまま抜く

→マジックハンドに数１０枚セット可能
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袋掛け班

試作① 検証と考察

マジックハンドの機構は理解でき
た

ばねの選定

サンテの装着方法

操作性を向上

　 折り曲げ、
サンテを装着する

樹脂にする

決定
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平均26.05kg

←軽すぎてサンテ（袋）が開かない

←少し重く、作業の回数を重ねるときつくなる

←軽すぎず、重すぎず、　サンテ（袋）も開く

ばね２に決定

ばね選定

大分県立津久見高等学校



納品 ２月下旬予定

完成品
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リール班

リール巻取りの基本的機構

①ホースを伸ばす

＜条件＞

モータ軸回転しない

②ホースを巻き取る

モータ軸回転する

自転車の機構
大分県立津久見高等学校



フリーホイール

　一方向にのみ力を伝え、
逆方向には伝えない

ラチェット機構

①ホースを伸ばす

ラチェット機能せず

②ホースを巻き取る

ラチェット機能 大分県立津久見高等学校



リール班
設計図 製作部品（継手） 試作①

工夫点

どのホースリールにでも取り付けできるよう、いろんな径に対応できるジョ
イント部品を取り付ける
水を使うことから安全性を重視し、外箱は木材(コンパネ)、バッテリーは電動ド
リルのバッテリーをリユース 大分県立津久見高等学校
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完成品

納品 ２月下旬予定
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多くの挫折と失敗

＜袋掛け班＞

袋掛けは実際どのようにすればよいか

袋(サンテ)の送り機構をどのようにすればよいか

みかんを傷つけない「爪の角度」、「つかむ力」

樹脂加工技術(温度感覚)
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多くの挫折と失敗

＜リール班＞

ホースを伸ばすときはモータは空回り、
巻き取るときはモータの回転を伝える
にはどうしたらよいか

金属(アルミ)加工では、１㎜はおろか0.1㎜でも寸法が違ったら、入らな
い、ぶかぶかすぎる

原寸合わせに陥った

機械加工技術
(削る、穴をあける、研磨する)
の難しさ
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課題研究を振り返って(感想)

ものづくりの
大変さを痛感

きちんとした計画
　　が基本

会社の厳しさ
科を超えた
相互の関係
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地域に貢献するには力が必要

地域から期待されている



ご清聴ありがとうございました

大分県立津久見高等学校


